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令和２年度補助金評価表（令和元年度交付分）

事務事業名 活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金

担当所属 農業振興課 連絡先 092-332-2087

区分 ⑥国県制度事業補助

該当例規等 福岡県園芸農業等総合対策事業費補助金交付要綱

基本目標 基本目標７＿地域資源を生かした産業創出のまちづくり

政策 政策１＿農林水産業の振興

施策 施策①＿農業生産基盤を整備し、農産物の低コスト化を推進する

【目的】
① 事業実施主体の農業産出額の増加数

　園芸農業の生産額を増大し持続的発展を図るため、先進技術の導入や省力機械・施
設等の整備を進め、収益性の高い園芸産地を育成する。

　また、省エネルギー化推進、雇用型経営支援、６次産業化推進による規模拡大及び
経営の安定を図る。

【対象事業】

事業概要 成果指標

補助期間 県事業廃止まで まで

　地域が重点的に振興する品目の産地強化に係る施設・機械の整備　他

【対象者】

　JA（受益者：農業者）、営農集団（受益者：農業者）、認定農業者等

今後の実施方向性 現状維持

園芸振興のためには、県の補助事業（市の義務負担なし。）は必要であり、今後も活用する。

単位 H31年度実績 目標値

年　度 単位 令和元年度決算 令和2年度予算

成果指標

① 経営体 47 30

トータルコスト 円 101,075,000 50,000,000

市民及び議会等の意向・ニーズの変化等

今後、ＩＣＴ等の施設に関する新しい技術が開発され、農業経営の改善等の要望も増加していくと思われる。

コスト削減のため、汎用機械、複合施設のニーズが増加傾向にあるが、現在の要綱上対象にならない場合がある。

開始時の周辺環境・課題

農業用機械・施設等は大変高価であり、農業経営を圧迫する。高品質化、コスト低減、作業の効率化を図り、農業所得を向上させ
るためには支援が必要である。

現状の周辺環境・課題

本補助事業は、要望が多く、要望から事業実施まで２～３年かかる。

今後の予想される周辺環境・課題

老朽化する施設等が増え、また普通作から経営転換をする農業者も出てくると思われ、要望も増加することが予想される。


